
１．概況

２．受　注 ･ 出　荷　実　績
（金額単位：百万円)

月･期別 ５月 前年同月 ４月～５月 前年同期 １月～５月 前年同期

機　種　別 比増減率(%) 累　　計 比増減率(%) 累　　計 比増減率(%)

84,060 3.6 160,500 -5.9 485,279 -13.4

56,452 -1.3 105,108 5.1 298,404 -11.9

15,612 -21.4 31,480 -17.8 113,798 -9.0

40,840 9.3 73,628 19.3 184,606 -13.5

26,064 17.5 52,319 -21.9 178,938 -15.8

12,562 8.6 25,107 -1.9 79,623 -4.2

11,713 63.5 23,494 -34.1 82,544 -26.6

(ルーター・ＬＡＮスイッチ等） 1,789 -48.2 3,718 -35.0 16,771 -1.2

1,544 -11.2 3,073 -11.9 7,937 -15.9

（注）１．ＣＩＡＪ自主統計に基づく    　　　２．移動体端末には市民用トランシーバー、アマチュア用通信装置を含まず

      ３．ボタン電話装置は、端末機器に含めず、ネットワーク関連機器に含めた（2018年4月から）

３．受　注 ･ 出　荷　推　移

無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 関 連 機 器

そ の 他 ネ ッ ト ワ ー ク 関 連 機 器

通 信 機 器 用 部 品

　　【２０２０年５月】

移 動 体 端 末 機 器

ネ ッ ト ワ ー ク 関 連 機 器

有 線 ネ ッ ト ワ ー ク 関 連 機 器

　当月の通信機器[国内]の受注･出荷は841億円、前年同月比3.6％増と増加した。
　有線端末機器は、VoIP-GW(同比24.4％増)が同比を上回ったが、コンシューマ機器や輸出向
け機器が低調で、電話機(同比39.2％減)、インターホン(同比8.0％減)、ファクシミリ(同比
25.2％減)などが同比を下回ったため、全体では156億円(同比21.4％減)と減少した。
　移動体端末機器は、携帯電話が新型コロナ影響による出荷遅れなどから挽回して回復基調と
なったことにより、全体では408億円(同比9.3％増)と増加した。
　有線ネットワーク関連機器は、構内用電子交換機(同比4.9％減)などが同比を下回ったが、
ボタン電話装置(同比11.6％増)、デジタル伝送装置(同比12.7％増)、PON/MC(同比28.9％減)な
どが同比を上回ったため、全体では126億円(同比8.6％増)と減少した。
　無線ネットワーク関連機器は、通信事業者向けの基地局や官庁向けの地上系/衛星系固定通
信装置が好調なことから、基地局通信装置(同83.5％増)、固定通信装置(同比36.5％増)が同比
を上回り、全体では117億円(同比63.5％増)と大幅に増加した。
　その他ネットワーク関連機器は、ルーター(同比30.8％減)、LANスイッチ(同比60.1％減)、
その他(同比29.9％減)がともに低調で同比を下回ったため、全体では18億円(同比48.2％減)と
減少した。
　通信機器用部品は15億円(同比11.2％減)となり同比で減少した。

通 信 機 器

端 末 機 器

有 線 端 末 機 器


